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群馬県生活文化スポーツ部長　
　　　　　佐藤裕子 さんに聞く

　～男女共同参画社会の実現を目指し活躍する人たち～

　インタビューコーナーでは、「男女共同参画社会の実現を目指し、さまざまな立場で活躍している人」を紹介します。

　８月２８日の国会で、『女性

の職業生活における活躍の推

進に関する法律』が成立しま

した。背景には、欧米諸国と

比較して遅れている、日本の

女性の社会参画を後押しする

ねらいがあります。

　国は、指導的地位に占める

女性の割合を、２０２０年ま

でに少なくとも３０％程度と

する目標を定めていますが、

管理職に占める女性割合の国

際比較では、欧米諸国の３０

～４０％に対して、日本は

１０％台に留まっています。

　また、群馬経済研究所の調

査では、県内企業の女性管理

職割合は平均４. ４％で、女性

管理職がいない企業も６割近

くに上るとの結果がでていま

す。

　女性の活躍推進のためには、

男性の育児参加や働き方の見

直しなど、仕事と家庭の両立

が可能な労働環境の整備とと

もに、社会全体の意識改革が

何よりも重要なのではないで

しょうか。

まめ知識
『女性活躍推進法』の成立で

　　　　　　女性管理職は増える？ 
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独立行政法人労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較２０１５」より作成

【就業者及び管理職に占める女性の割合（2013 年）】

県民の皆さんが心豊かに安心して
いきいきと生活できるように
  生活文化スポーツ部の前は、税や福
祉の仕事が長く、個人のお宅を訪問
する機会も多くありました。そうし
た中で、いろいろな思いを持つ方が、
それぞれの希望を実現できるように
考えていかなければいけないと感じ
てきました。生活文化スポーツ部は、
すべての県民が「安全・安心に暮ら
せる社会」「いきいきと活躍できる社
会」「心の豊かさをはぐくむことので
きる社会」の実現を目標に、非常に
幅広い分野を担っています。中でも、
男女共同参画は､ あらゆる分野に関
係しているものなので、横のつなが
り、他部局との連携がとても重要だ
と思います。

地域貢献と働き続けること
　学生時代、女性史を勉強したこと
があります。私が勤め始めた頃は、
女性は結婚したら退職することが当
たり前の時代でしたが、女性史を読
んで、女性も働き続けるようにしな

セミナー報告
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センターに望むこと～輪を広げて～
　前橋 ･ 高崎にも男女共同参画セン
ターができ、各市町村にも担当課が置
かれ、地域の中の取り組みは進んでき
ています。そうした中で、県のセンター
の役割はさらに重要になってきている
ことをしっかりと認識してほしいです
ね。様々な団体や機関と連携した活動、
情報の発信、市町村支援など、輪を広
げて、もっと力を
つけていってほ
しいと思います。
そして、センター
に来てくださる
人たちとのつな
がりを大切にし
て、事業を進めて
いってください。

くてはいけないと感じていました。
地域貢献がしたい、働き続けたいと
の思いで公務員になりました。
　
男女共同参画は少しずつ、
　　　　　　　　　でも着実に
　勤め始めた昭和５０年代、固定的
な性別役割分担意識という言葉が使
われていましたが、未だに使われて
いますよね。こう聞くと、男女共同
参画は進んでいないと感じる人は多
いですが、男女雇用機会均等法の成
立など、少しずつではありますが着
実に男女共同参画への理解は広がっ
ています。
　法律や制度が変わることは、強い
後押しとなって、男女共同参画を進
める環境は整ってきていると思いま
す。あとは意識をどのように変えて
いくかが課題であり、さらに取り組
みを進めていく必要があると感じて
います。
　女性の活躍や子育て、防災など具
体的なケースの中で男女共同参画を
考えてもらえるといいですね。

　男女共同参画フェスティバル

が、県女性団体連絡協

議会主催、県人権啓発

活動ネットワーク協議

会・群馬県共催により

当センターで開催され、

多くの来場者で賑わい

ました。（参加者：延べ

458 人）

平成 27年 6月 27 日 ( 土 ) 男女共同参画フェススティバル

　県内で活躍する女性たちとの意見交換や自分を取り巻く

社会、家庭、仕事を盛り込んだ「自分地図」を描くことに

より、自分のキャリアを振り返り、新しい一歩を踏み出す

ためのセミナーを開催しました。（参加者：22 人）

講師：西山恵美子さん（国立女性教育会館客員研究員 )

　　　引間紀江さん（国立女性教育会館事業課専門職員）

平成27年7月25日 (土 )、８月１日（土）
女性のキャリア形成支援セミナー
「ハッピーキャリア大研究」

　「かかあ天下ーぐんまの絹物語ー」が日本遺産に認定され

たことを記念して、養蚕製糸業における女性の活躍や日本遺

産について理解を深める講演会を県女

性団体連絡協議会と共催で開催しまし

た。( 参加者：70 人 )

講師：宮崎俊弥さん

         （共愛学園前橋国際大学名誉教授）

　　　井上昌美さん

         （県世界遺産課係長 )

平成 27年 7月 17 日 ( 金 )
とらいあんぐるん日本遺産認定記念講演会
　「繭と生糸とかかあ天下～上州を支えた女たち～」

　より良い人間関係を作るための、言葉遣いや身

だしなみを学ぶセミナーを県母子寡婦福祉協議会

と共催で開催しました。( 参加者：36 人）

講師：久保田桂子さん（元国際線スチュワーデス、

( 有 ) イマージュ取締役）

平成 27年 6月 21 日 ( 日 )
自分らしく思いを伝える
「魅力アップセミナー」

平成 27年 7月 26 日 ( 日 )
家族のコミュニケーションをＵＰ！「片付けセミナー」

必要なものと必要でないものに【分ける】

必要でないものは【捨てる】

●久保田講師

　「輝こう 群馬の女 ( ひと ) と男 ( ひと )」～未来へつなぐみんなの力～

●開会の様子 ●大盛況だったシンポジウム
　「ぐんまの元気は女性の活躍から　パートⅡ」

●後半のロールモデル 3人を
交えた交流会も好評でした。 ●井上講師

●宮崎講師

講師：高山和則さん

（人材育成 ･ 業務改善コンサルティング業　

SCOOT( スクート ) 代表）

 ※昨年度実施した「男女共同参画実践講座」
において企画されたセミナーです。受講生有志
と協働で開催しました。

●高山講師

整理とは

整頓とは
必要なものを【必要な時に使いやすいよ

うにしまう】

　片付けの考え方 ･ 方法を学び、家族の

コミュニケーションアップにつなげるセ

ミナーを開催しました。（参加者：32 人）


